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旅行会社現地視察・着地コンテンツ開発支援等運営業務 委託仕様書 

 

１ 委託業務名 

旅行会社現地視察・着地コンテンツ開発支援等運営業務 

 

２ 委託期間 

契約締結の日から令和９年３月３１日まで 

 

３ 目的・要件 

 本業務は、島根県内で主要な観光拠点・周遊ルートとなっている松江・出雲エリアからのアクセスが

良く、観光誘客における伸びしろが見込まれる安来・雲南エリア（安来市・雲南市・奥出雲町・飯南

町）において、旅行会社等の販売チャネルに採用されやすい着地コンテンツの開発（磨き上げ）と、受

地側における定着の道筋構築を行い、同エリアへの送客の最大化および地域における継続的な観光消費

の創出を図ることを目的とする。 

 

（１）旅行会社等の販売チャネルにおいて採用しやすい着地コンテンツの開発・磨き上げ 

旅行会社のプロの視点による現地視察を通じ、着地コンテンツの開発（磨き上げ）を行う。 

*自社ツアーでの立ち寄りを想定し、松江・出雲エリアの観光地と組み合わせるなど、 

発地側のニーズや自社商品の傾向に応じた流通方法を検討し、視察対象エリアへの立ち寄り・送客 

が最大化するよう工夫すること。 

（２）受地側における着地コンテンツ定着の道筋構築 

モニターツアーの実施および検証を経て、受地側に着地コンテンツが持続的に定着するための道筋を 

構築する。 

*各コンテンツの検討段階や状況（フェーズ）に合わせ、事業主体者、価格設定、販路など、 

実用化および定着に必要な要素を整理し提案すること。 

 

４ 業務内容 

（１）現地視察企画・実施（受地側の調整） 

(ｱ) 実施期間 

提案事項とする。（受託者が(公社)島根県観光連盟（以下、「連盟」という。）および受地側関係

者と調整のうえ決定する） 

(ｲ) 視察者 

- 受託者の社員（企画造成・仕入担当者等）を想定する。 

- 視察者の人数、職種（担当業務、発地等）は提案事項とするが、視察対象の立ち寄りを最大化 

させるために十分な人数、職種とすること。 

(ｳ) 視察行程 

提案事項とする。（提案にもとづき連盟および受地側関係者と調整のうえ決定する） 

- 視察対象は、別紙に記載の着地コンテンツ（スポット）のほか、同エリアにおいて商品化 
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のポテンシャルがある着地コンテンツ（スポット）があれば提案すること。 

- 上記の視察対象のうち安来市２つ以上、雲南市２つ以上、奥出雲町２つ以上、飯南町１つ以 

上を必ず行程に組み込むこと。 

- 自社ツアーでの立ち寄りを想定し、発地側のニーズや自社商品の傾向に応じた流通方法を検 

討のうえ、同エリアへの立ち寄り・送客が最大化するよう視察対象を選定すること。 

(例)発地が遠方であれば松江・出雲エリアの観光地と組み合わせる、近隣であれば同エリア 

をたたらテーマで横断的に巡る など複数の視点を持つことも可 

- 流通段階では松江・出雲エリアの観光地との組み合わせも想定するが、本視察では松江・出 

 雲エリアへの立ち寄りは必須としない。 

- 団体向け・個人向けなど班編成を分け、同時進行での行程提案も可とするが、 

日程（開始・滞在時間）、人数、料金等について、受地側の問い合わせ先（別紙に記載）と調 

整・確認のうえ行程を作成すること。 

(ｴ) 各種手配 

以下を手配すること。（視察実施に必要な手配を全て行う） 

- 視察者の出発地（主要駅・空港）から島根県間の往復の交通手段 

- 視察者の島根県内での交通手段（連盟職員も同行する想定） 

- 宿泊、飲食、視察箇所（別紙に記載）等 

 

* 宿泊費は 16,500 円（税込）/1 名 1 泊・朝食付を上限とすること。 

* 昼食費は 2,530 円（税込）/1 名 1 回、夕食費は 4,070 円（税込）/1 名 1 回を上限 

     とすること。（視察箇所の設定料金が上回る場合は視察箇所の料金を優先する） 

     ＜参考：団体昼食施設&おすすめメニュー（島根県観光素材集）＞ 

https://www.kankou-shimane.com/travel-agents/wp-

content/uploads/sites/17/2026/03/vol6_Group_lunch.pdf 

(ｵ) 添乗・アテンド 

全行程の進行管理役を 1 名以上手配すること。（特段の理由がない限り全行程を通して同一人物 

とすること） 

(ｶ) 安全確保・緊急事態等への対応 

- 安全の確保等に関する万全の措置（事故等の未然防止、万一の事態の発生時に取り得る対応等

を含む）をとること。 

- 視察時の緊急事態に備えて、トラブルが発生した場合の問題に対処するための手順および体制 

を構築しておくこと。 

- 本事業に係る傷害保険等の加入手配をすること。 

- 業務の遂行にあたり、各種法令等について遵守すること。 

（２）受地側関係者との意見交換会の設定・実施（受地側の調整） 

視察者と受地側関係者との意見交換会を１回設定・運営すること。 

(ｱ) 意見交換会に必要な会場手配や運営を行うこと。 

(ｲ) 意見交換会では、受地側が観光客に向けて魅力ある着地コンテンツを提供するため、受地側

https://www.kankou-shimane.com/travel-agents/wp-content/uploads/sites/17/2026/03/vol6_Group_lunch.pdf
https://www.kankou-shimane.com/travel-agents/wp-content/uploads/sites/17/2026/03/vol6_Group_lunch.pdf
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関係者と視察者とが建設的に意見交換できるよう円滑に進行すること。 

(ｳ) 意見交換会の議事録を作成すること。 

(ｴ) 意見交換会とは別途、受地側関係者との懇親会を１回設定・運営すること。 

* 受地側関係者の懇親会参加費は契約金額に含めない。  

（３）視察者へのアンケートの実施・取りまとめ 

視察者に視察対象についてのアンケートを実施し、内容を取りまとめて報告すること。 

（４）着地コンテンツの開発支援 

意見交換会の内容を踏まえて、受地側による着地コンテンツ開発（磨き上げ）を支援すること。

（受託者のモニターツアーとして流通が可能なレベルへ到達させること） 

(ｱ) 開発支援を行う対象は視察対象のうち 3 つ以上（かつ 3 市町以上）とする。 

(ｲ) 実施方法は提案事項とする。 

（５）モニターツアーの実施 

着地コンテンツをコースに含むモニターツアーを実施すること。 

(ｱ) 開発支援を行う着地コンテンツを必ず行程に組み込むこと。その他の立ち寄り先は提案事項 

とする。（全てを同じコースに組み込む必要は無い） 

* モニターツアーのコース数は提案事項とする。 

(ｲ) 実施時期は提案事項とする。 

(ｳ) モニターツアーの集客については、一般的な媒体からの募集方法以外に、受託者独自の募集

方法を有する場合はその活用も可とする。 

* 一般旅行者に参加してもらいフィードバックを得るという要件を満たすことが前提。 

（ｴ）モニターツアーの実施前後に受地側関係者と綿密な打ち合わせを行なうこと。 

（６）定着支援 

モニターツアーの実施結果（参加者の意見等）を踏まえ、受地側で今後着地コンテンツが定着す

るよう道筋をつける。（各コンテンツの検討段階や状況（フェーズ）に合わせ、事業主体者、価格

設定、販路など、実用化および定着に必要な事項を実施すること。） 

* 実施方法は提案事項とする。 

（７）ツアーの募集 

定着支援の一環として着地コンテンツをコースに含むツアーを年度内に募集すること。 

(ｱ) 着地コンテンツを行程に組み込むこと。 

- 特段の理由が無い限り、開発・定着支援を行うコンテンツ（3 つ以上）を全て行程に組み込 

むことを想定する。（全てを同じコースに組み込む必要は無い） 

- その他の立ち寄り先は提案事項とする。 

(ｲ) コース数、実施時期・回数は提案事項とする。 

- 実施時期は次年度でも可とする。 

 

５ 委託料上限額  

 ５，７５０千円（消費税及び地方消費税を含む） 
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６ 企画提案書の作成上の留意事項 

（１）業務処理体制 

当該業務の処理に関わる人員全員を記載すること。担当者の役割・経験年数を明示すること。 

（２）現地視察企画の内容案 

① 視察対象 

 (ｱ) 別紙に記載の着地コンテンツ（スポット）のほか、同エリアにおいて商品化のポテンシャ 

  ルがある着地コンテンツ（スポット）のうち、今回視察する対象を選定し行程を作成するこ 

と。 

- 安来市２つ以上、雲南市２つ以上、奥出雲町２つ以上、飯南町１つ以上を必ず行程に組み 

込むこと。 

(ｲ) 今回の視察対象を自社ツアーで立ち寄ることを想定し、発地側のニーズや自社商品の傾向 

 に応じた流通方法（どの発地からどのようなコースで組み込むか等）を検討したうえで、同 

 エリアへの立ち寄り・送客が最大化する提案とその根拠を具体的に明示すること。 

* 視察行程は、受託者決定後、提案にもとづき連盟および受地側関係者と調整のうえ決定す 

る。 

* 提案段階では、日程（日時・滞在時間）等について、受地側と調整する必要は無い。 

* 受地側の問い合わせ先（別紙に記載）へ、視察対象選定に係る不明点の確認は可とするが、 

本業務の趣旨や審査等に関する問い合わせは固く禁ずる。（不正行為とみなす） 

   ② 視察者 

    視察者の職種、経験年数等を記載すること。 

（３）開発・定着支援の内容案 

① 着地コンテンツの開発支援・定着の道筋構築として実施する内容を記載すること。 

   ② 定着支援の一環として行うツアーの実施内容想定（実施回数・募集方法など現段階で提案可 

    能な事項）を記載すること。 

（４）スケジュール計画 

一連の業務の流れが分かるように記載すること。 

（５）類似事業についての実績 

実施年度・事業名・事業概要・契約額（千円、税込）・発注者等を記載すること。 

（６）その他（独自提案） 

業務の目的達成のための工夫・独自性・付加価値となる提案があれば記載すること。 

（７）見積書 

業務委託に要する見積価格を記載した見積書を添付すること。費目別の内訳を明示すること。 

  

７ 本業務委託の業務遂行体制等  

（１）体制及び要員に関する要件 

本業務委託を適切に遂行できる体制を敷くこと。外部組織、協力会社などが存在する場合、その

関係、役割、作業分担、責任範囲、指揮系統を明確にすること。   

（２）打合せ・報告に関する要件 
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 受託者は、本業務委託のスケジュール等に十分配慮し、連盟との打合せ・報告等を主体的に行う

こと。  

 

８ その他の留意事項  

- 事業に係る一切の費用は、契約金額に含むものとする。  

- 本業務委託の実施にあっては、連盟と十分協議するとともに、責任者を明確にし、業務に係る連盟 

からの照会に対して速やかに回答できる体制で臨むこと。  

- 本業務委託の全部又は一部を再委託することは認めない。但し、あらかじめ連盟から承諾を得た場 

合は、この限りではない。  

- 必要な調整については、原則として受託者が行うこと。 

- 本仕様書に定めのない事項について、疑義が生じたときは、連盟及び受託者の協議のうえ、決定す 

ることとする。  

 

９ 本業務委託の完了報告  

業務完了後、すみやかに実施業務の内容を整理した業務完了報告書を提出すること。 


